
 

 

第５９回学長定例記者会見 発表事項５  

 

平成２６年１１月２７日 

 

～広島大学インキュベーション研究拠点紹介～ 

緊急被ばくに即時対応できる再生医療研究拠点 
                           

    ［研究機能］ 

 

 本学では、７月からの定例記者会見において「広島大学研究拠点」の

紹介を行っています。第５回目となる今回は「緊急被ばくに即時対応で

きる再生医療研究拠点」の研究概要についてご紹介いたします。 

 

 

 

 

※ 広島大学研究拠点 

広島大学では、研究において既に世界的水準にある自立型の研究 

拠点を含め、世界トップクラスの研究大学として、国際展開力・発 

信力を強化していくため、その中心的役割を担う「研究拠点」、１０ 

拠点を選定しています。これらの研究拠点には重点支援を行い、特 

に、活発な国際研究活動を通じた国際研究ネットワークの形成によ 

り国際発信力を向上し、本学の国際的評価の向上に寄与することを 

期待しています。 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

（本拠点に関すること） 

原爆放射線医科学研究所  

教授 東 幸仁 

TEL: 082-257-5831 

（研究拠点紹介に関すること） 

学術・社会産学連携室広報グループ 楠本 

TEL:082-424-6762 FAX:082-424-6040 

 



広島大学インキュベーション研究拠点

インキュベーション研究拠点名称

「緊急被ばくに即時対応できる再生医療研究拠点」

インキュベーション研究拠点名称

「緊急被ばくに即時対応できる再生医療研究拠点」

申請者（インキュベーション研究拠点リーダー）

原爆放射線医科学研究所 教授
東 幸仁

学内メンバー
原爆放射線医科学研究所・教授：神谷 研二； 医歯薬学保健学研究院・教授：越智 光夫； 医歯薬学保健学研究院・教授：岡本 哲治; 原
爆放射線医科学研究所・教授：稲葉 俊哉； 医歯薬学保健学研究院・教授：小林 正夫； 医歯薬学保健学研究院・教授：栗原 英見； 医歯
薬学保健学研究院・教授：安井 弥； 医歯薬学保健学研究院・教授：二川 浩樹； 医歯薬学保健学研究院・教授：加藤 功一； 原爆放射線
医科学研究所教授：谷川 攻一； 医歯薬学保健学研究院・教授：秀 道広； 医歯薬学保健学研究院・教授：粟井 和夫； 原爆放射線医科
学研究所教授：田代 聡； 原爆放射線医科学研究所教授：本田 浩章； 原爆放射線医科学研究所教授：岡田 守人； 医歯薬学保健学研
究院・准教授：嶋本 顕； 原爆放射線医科学研究所・准教授：松井 啓隆； 医歯薬学保健学研究院・助教：加冶屋 幹人； 原爆放射線医科
学研究所・助教：野間 玄督； 原爆放射線医科学研究所・助教：長町 安希子； 医歯薬学保健学研究院・助教：中島 歩

学外メンバー（国内）

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科・教授：前村 浩二； 福島県立医科大学・教授：竹石 恭知； 愛媛大学大学院病態情報内科学・教
授：檜垣 實男； 島根大学医学部内科学講座第四・教授：田邉 一明； 佐賀大学医学部内科学・教授：野出孝一； 放射線総合医科学研究
所緊急被ばく医療センター・主任研究員：道川 祐一

学外メンバー（国外）
Harvard University, Brigham and Women’s Hospital・教授：Mark A. Creager； Chicago University, Medical Center・教授：James K. Liao；
University of California, Laboratory Medicine・教授：Theodore W. Kurtz



想定内としての緊急被ばく医療の必要性と準備想定内としての緊急被ばく医療の必要性と準備

放射線障害の防御、あるいは治療（再生医療）放射線障害の防御、あるいは治療（再生医療）

原子力発電所事故や核テロ、医療放射線治療による
放射線の人体障害の可能性

緊急被ばく再生医療として未だ確立されていない血液細胞以外の
細胞療法、細胞修復・再生バイオ技術の開発の必要性

原子力発電所事故や核テロ、医療放射線治療による
放射線の人体障害の可能性

緊急被ばく再生医療として未だ確立されていない血液細胞以外の
細胞療法、細胞修復・再生バイオ技術の開発の必要性

1999年9月に起こった「ＪＣＯ東海事業所の臨界事故」
1000～4500 ミリシーベルトの被曝者が生存
6000～10000 ミリシーベルトの被曝者が死亡

2011年3月に起こった「福島第１原子力発電所の事故事故」
広島大学をはじめとした、緊急被ばく医療チームの貢献

（緊急被ばく医療としての再生医療を必要とすることはなかった。）



緊急被ばくに即時対応できる再生医療
研究拠点形成の目的

緊急被ばくに即時対応できる再生医療
研究拠点形成の目的

「iPS細胞より作製した各種細胞移植」
を主要措置とする実践的な

「緊急被ばく対応再生医療システム」
の早急な構築

国際原子力機関の緊急時対応援助ネットワーク
における医療支援機関

我が国の３次被ばく医療機関



被ばく

被ばくの種類

急性被ばく；原爆など

慢性被ばく；チェルノブイリ、福島第一原発など

被ばくの影響

早期障害；放射線酔い、白血球減少

後期障害；がん、白内障



被爆の人体影響



細胞の修復・再生

障害・損傷

細胞死細胞障害

修復 細胞

骨髄

動員

動員：組織の基になる細胞（前駆細胞）を骨髄の中から放出させること

前駆細胞

幹細胞



放射線の細胞影響

放射線

細胞死細胞障害

修復 細胞

骨髄

動員

動員：組織の基になる細胞（前駆細胞）を骨髄の中から放出させること

前駆細胞

幹細胞



放射線の細胞影響に対する細胞移植の必要性

放射線

細胞死
細胞障害

修復 細胞

骨髄

動員

動員：組織の基になる細胞（前駆細胞）を骨髄の中から放出させること

前駆細胞

幹細胞

細胞移植



平成２０年度〜： 厚労省再生医療基盤整備事業/特別教育研究経費（再生医療）

肝静脈 門脈

灌流

肝灌流排液

LMNC

肝静脈 門脈

灌流

肝灌流排液

LMNC

癌・難治性疾患に対する先端的再生医療・細胞療法の
臨床応用に関する推進事業

これまでの教育研究活動

血管再生医療

骨・軟骨再生医療

増殖・分化誘導
寿命延長

自己由来の細胞
（幹細胞）

再生組織
に応用

自己の細胞による組織再生技術

大学院医歯薬学総合研究科

再生医療・細胞療法の基礎研究及び教育

肝移植後肝癌再発抑制医療

細胞療法システム・細胞治療
ユニットの確立

高度先進医療の開発、
申請、実践

再生医療・細胞療法の臨床応用

新世紀の医学を担う人
材の育成

世界水準の高度で先
進的な医療の実践

生命倫理に根ざした
癌・難治性疾患に対す
る細胞療法の提供

地域医療における先端
的医療の提供

３次被爆医療機関とし
て放射線障害に対する
細胞療法の提供

先進医療
申請中

先進医療
申請中

先進医療

骨髄単核球、間葉系幹細胞、
脂肪幹細胞、iPS細胞

細胞バンク

CPC 未来医療センター

大学病院

再生医療・細胞療法
の臨床応用



2002年3月28日 NHK放送

2002年5月16日 NHK放送

2002年4月7日より実施
2008年6月1日より先進医療の承認

血管再生療法
慢性閉塞性動脈硬化症・ビュルガー病に対する自家骨骨髄細胞移植

2009年10月7日 RCC放送
2010年9月6日 テレビ朝日放送



28 骨髄細胞移植による血管新生療法（閉塞性動脈硬化症又はバージャー病（従来の治療法
に抵抗性のもので、フォンタン分類III度又は同分類IV度のものに限る。）に係るものに限
る。）

• 福岡県 久留米大学病院
• 栃木県 自治医科大学附属病院
• 東京都 日本医科大学附属病院
• 岡山県 岡山大学病院
• 山口県 山口大学医学部附属病院
• 新潟県 新潟大学医歯学総合病院
• 大阪府 大阪市立大学医学部附属病院
• 群馬県 国立大学法人 群馬大学医学部附属病院
• 長野県 国立大学法人 信州大学医学部附属病院
• 京都府 京都府立医科大学附属病院
• 大阪府 国立循環器病センター
• 奈良県 奈良県立医科大学附属病院
• 熊本県 独立行政法人国立病院機構熊本医療センター
• 高知県 高知大学医学部附属病院
• 千葉県 独立行政法人 国立病院機構 千葉東病院
• 三重県 国立大学法人 三重大学医学附属病院
• 神奈川県 横浜市立大学附属病院
• 広島県 広島大学病院

先進医療を実施している医療機関の一覧

○平成21年5月1日現在 第２項先進医療技術 90 種類 、 658



研究計画・方法・運営体制
すでに確立されている再生医療システムを利用し、緊急被ばくに即時対応できる再生医
療システムを開発するために、細胞療法室の運営を試み、より安全で確実な細胞療法、
細胞修復・再生バイオ技術の開発に必要な被ばく対応iPS細胞バンクの内部体制を構
築する。被ばく対応iPS細胞バンクを中核として、緊急被ばく医療人材育成教育プログラ
ムの作成ならびにプログラムに基づいた教育の実践、緊急被ばく医療ネットワークの構
築による緊急被ばく医療体制を確立する。

研究拠点形成計画・方法・運営体制研究拠点形成計画・方法・運営体制

緊急被ばく再生医療に応用可能な細胞療法、組
織修復・再生バイオ技術を用いた治療の改良及
び治療の開発、研究を中心として共同研究推進

緊急被ばく再生医療ネットワークの構築緊急被ばく再生医療を担う人材育成

肝静脈 門脈

灌流

肝灌流排液

LMNC

肝静脈 門脈

灌流

肝灌流排液

LMNC

緊急被ばく対応細胞バンク



運営体制：国内・国際緊急被ばく再生医療ネットワーク運営体制：国内・国際緊急被ばく再生医療ネットワーク

国内ネットワーク国内ネットワーク 国際ネットワーク国際ネットワーク



乳房再生

血球再生

神経再生

肝再生

毛髪再生

心筋再生

歯周再生

- 緊急被ばくに即時対応できる再生医療研究拠点 -- 緊急被ばくに即時対応できる再生医療研究拠点 -

これまでの研究活動

血管再生医療

骨・軟骨再生医療

増殖・分化誘導、寿命延長

自己/他家由来の細胞
（骨髄細胞、間葉系幹
細胞, 脂肪幹細胞から

iPS細胞作成）

再生組織に応用

自己細胞/他家細胞による
組織再生技術

未来医療センター （再生医療部）
（細胞療法室、クリーンルーム）

肝静脈 門脈

灌流

肝灌流排液

LMNC

肝静脈 門脈

灌流

肝灌流排液

LMNC

肝癌・肝炎に対する免疫
細胞治療・再生医療

iPS細胞バンク・細胞療法システム・細胞治療
ユニットの確立

緊急被ばく医療の
開発、申請、実践

皮膚再生

大学病院

再生医療・細胞療法
の臨床応用

放射線影響・医科学研究領域の共同
研究・共同利用拠点

原爆放射線医科学研究所

再生医療・細胞療法の機器整備

医歯薬学総合研究院

再生医療・細胞療法の基礎研究及び
教育

iPS細胞バンク
３次被ばく医療機関として放射線
障害に対する細胞療法の提供

世界各地の研究所と共同研究協定を
結んで緊急被ばく医療に関する基礎研
究、臨床研究推進の策定

基礎研究に関わる教員を含めた多分
野の教員や大学院生、ポスドク、リサー
チコーディネーター、医師、看護師、細
胞療法士が共同して組織的に総合的
な細胞治療法、細胞修復・再生バイオ
技術を用いた新規治療の確立を推進

WHO-REMPANなどとの国際連
携により、緊急被ばく医療の世界
的拠点として発展

緊急被ばく再生医療の
世界的拠点
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